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報 表 ll 船

寄

生
(-)
最

全
保

國

有

亘 者
ル の
調 調

査 査

表

一
、
日
本
と
寄
生
一aa
病

．

「思
想
囲
難

」「經
濟
國
難

」の
叫
ば
る
4

今
日
之
れ
に
處
す
る
に
は

「ま
づ
健
康

」で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
一9
。健
康
の
增
進
は
ゃ
が
て
勞

働
能
率
を
亢
進
し

、
他
方

、
健
全
な
精
一細

．の
發
達
を
促
す
も
の
と
思

ひ
ま
す

。1l-
界
の
三
大
理
國
で
あ
る
と
誇
つ
て
f

〇

る
我
國
の
健
康
掀

態
は
如
何
と
い
，一に、
寄
生
一…一一1-の
多
い
こ
と
に
於
て

、
亦
一一用
結
核

、

類
病
の
多
い
こ
と
に
於
て
世
界
屈
指
の
國
の
一
つ
で
あ
る
と
は
歡
か

は
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す

。一
整
に
北
米
で
は
日
本
移
民
は
寄
生
一最
を

保
右
す
る
か
ら
と
て
上
陸
を
禁
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

。先
年
南
米

プ
ラ
ジ
ル

國
で
も
時
の
衛
生
局
長
シ
ヤ

ガ
ス

博
・一，一よ
り
'
日
本
移
民

は

一一一一一生
虫
を
移
入
す
る
の
で
困
る
と
'
國
際
聯
體
へ
抗
議
を
中
込
ん

だ
の
で

、
京
都

一情
大
教
投
藤
浪
博

一・一と
私
と
は
其
の
實
情
を
調
査
に

開

米

（'
行
つ
て
一一一6-ll一〇
り
ま
し
た

。斯
や
・・

）・に
目
本
の
寄
生
一一一1-は
私
等

の
健
藤
を
害
ふ

の
み
な
ら
ず

，
目
本
の
-il-
外
發
展
を
も
阻
害
し
て
一〇

る
の
で
あ
り
ま
す

。今
試
み
に
内
務
省
衛
生
局
で
蒐
集
し
た
材
料
に

就
い
て
'
北
海
這
の
寄
生
一一一--整
延
掀
態
を
次
の
表
で
示
し
て
見
ま
せ

1

．），0

『一解

、
～

一條
蟲
，n

に

就

て大
販
高
等
醫
學
專
門
學
校
教
授

醫
學
W
士

江

口

季

雄

資

科



號 二 第 卷 二 第

被

檢

査

人

員

寄
生
-一保
有
者

.l1l

:u

他
ノ

寄
生
-!

」

百

一
、/、一一/
、、一一一一

分

率

一
、0-一一一．一一、一・一一

0

一・一一、0
空%

0

、ル一

(二 )

北
．海
適
一一
於
ク
ル

調
査

(三 )

ァ
，ー

メ

種
族
:

於
ヶ
ル

調
査

鹽
一一一一 ::氏
等
調
査

）

此
の
表
で
見
て
も
日
本
に
最
も
～

通
く

一0一一延
し
て
一
〇
る
の
は
期
!1-
、

顯
-ll-
、
十

二
脂
脇
一一一-i-で
其
の
中
で
も
州
・用一が
最
た
る
も
の
で
あ
り
ま

す
o

北
ill-
道
は
他
一M一一一に
比
し
て
十

二
階
膀
虫
は
少
い
や

う
で
す
が
，

條
・一-一は
他
0

）縣に
比
し
て
多
く
殊
に
そ
の
大
部
分
は
廣
節
製
頭
條
!1-l

で
あ
り
ま
す

。
一一
、第
は
條
品
の
感
染
源

條
---
と
は

「さ
な
一一．・紐
，
一
の
ゃ
う
に
長
い
扁
平
な
!-l-
と
い
ふ
意
味
で

日
本
人
に
寄
生
す
る
條
--l-
の
中
'
f
-

一一一節
製
頭
條
・…一一 iが
最
も
:
-一一 :'一通
の
も

の
で
其
他

、
無
動
條
虫

，
ナ
ナ
條
虫

、
有
動
條
虫
や

稀
な
も
の
で
は

「ヒ
ー

ノ

ピ
ス

デ
ィ
-

ー

メ

ー
タ

」、
大
複
．殖
門
・
製
頭
條
一-
-t!
'

リ

グ
一一，・一'航

一期
一一一一一・里
や

其
他
数
種
あ
り
ま
す

。

成
節
裂
頭
條
裁
が
我
國
に
於
て
何
れ
の
頃
か
ら
存
在
し
た
か
は
明

で
な
い
が

、一一一一く
か
ら
白

一一M
'
寸
自
の
名
で
知
ら
れ

、
平
安
朝
時
代

に
出
来
た
日
本
最
古
の
露
者
で
あ
る
丹
波
康
頼
の
一
'一一一一一一心
方

」に
既
に

自
-la
病
の
記
事
が
あ
り
ま
す
c一
一一一一に一角
相
常
古
く
か
ら
あ
り

、
殊
に

北
陸
地
方

、
北
海
道
'
鮮
大
地
方
に
は
一通一一一n一一一一に
亞
延
し
て
一〇
た
と
見

做
さ
れ
;-l:
す

。

こ
の
條
-ia
は
一
説
明
す
る
迄
も
な
く

、
顕
る
長
い
保

一Mで
八
乃
至
九

米
以
上
に
も
な
り
、
幅
は
成
い
の
は
二
掘
以
上
に
な
る

。（私
等
は
習

使
上
糎
と
い
，」一一
と
直
ち
に
其
の
長
さ
が

一一一）
つ
た
り
と
想
像
し
に
く
い

の
で
す
が
大
人
の
示
指
を

一
〇
糎
'
其
の
第

一
節
を
二
粧

、
第
二
節

を
一一
權

、
第
三
節
を
五
酒

、
爪
を

一一一腥
と
思
一一一
ば
大
差
な
い
や

う
で

す

。）こ
の
條
一
最
は
多
数
の
節
が
連
續
し
て
出
來
て
一〇
て
其
の
節
の
数

は
三
千
か
ら
四
千
以
上
も
あ
り

、
頭
は
小

一uく
て
其
の
背
J---
面
に
各

々

一
個
0

）吸一商
が
あ
る

。頭
か
ら
五

、
六
百
目
の
体
節
か
ら
生
:

城

器

が
熱
し
て
一〇
て

、
一つ
一つ
の
節
に
各
雄
雌
生
施
器
が
あ
り

'
子
宮

内
に
澤
山
の
卵
を
容
れ
て
一〇
て
一W一一一ん
に
産
卵
し
ま
す
か
ら

、
患
者
の

便
中
に
は
'

多
数
の
--lP
が
排
出
さ
-h
ま
す

。

容
生
-ia
は
同
よ
り
他
の
生
物
体
の
体
表
又
は
体
内
に
寄
生
し
て
其

の
宿
主
か
ら
生
活
物
質
又
は
一M-一一茶一一一物
質
を
一確
取
し
て
生
活
す
る
動
物

換
言
す
れ
ば

「居
候

」で
あ
り
ま
す
か
ら
宿
主
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

勿
論
で
す
が
'
種
類
に
よ
つ
て
は

一
生
一-一S
の
中
で

一一一一一・一，一を
何
同
も
變

換
し
な
け
れ
ば
發
育
の
出
來
一n
も
の
が
あ

，
～

）・ます
。此
の
廣
節

一一一一頭

條
遇
も
亦
宿
主
を
三
回
整
換

し
て
初
め
て
成
識
と
な
る
も
の
で
'

一番
幼
弱
の
時
期
に
寄
生
す
る
宿
主
を
第

一
中
間
宿
士

」と
い
ひ
次
に

猜
る
の
を
第
二
中
間
病
生一と
い
ひ
、
最
後
に
容
生
し
て
成
-la
と
な
り

得
る
宿
主
を
終
末
一個

，一・・一と
い
つ
て
一〇
・

ま
す

。先
年
私
は

、一・一・一Eに
日
本

に
於
て

、
此
の
條

一 i一一'・c-一如
何
な
る
一一9・一・一を
要
し

、
如
何
に
發
育
す
る

か
を
研
究
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が

、
以
下
私
の
研
究
を
經
と
し
'
簡

一
単
に
此
の
條
-lli・
の
發
育
の
歴
史
を
述
一一、
る
こ
と
に
致
し
ま
す

。

此
の
條
最
の
終
末
宿
主
は
人
開
で
あ
る
こ
と
は
中
す
ま
で
-o

あ
り

ま
せ
・
9

。人
間
以
外

、
大

、
猫

、
熊
等
に
も
客
生
す
る
の
で
ぁ
り
ま

し
て
、
私
は
大
と
確

（U
'r・u
s

a
r

，c1os--
-

L
．）
に
こ
の
條
-llf
の
寄
生
し

て
，〇

る
の
・一一一一一一一一一驗
し
・
ま
し
た

。又
、
動
條
蟲
を
犬
や

-lE
に
試
食
一re

せ

る
と
明
か
に
そ
の
-ll9
に

-f
生
し
て
成

一一一一一と
な
り
ま
す
o

一解
〇
一一c一一or一一yn
c
一一一一3
l

-il
r
r
y
i

の
筋
肉
内
に
幼
條

-ll-
の
寄
生
し
て
一〇

る
こ
と
を
發
見
し
て

、
館
を
食
ふ
と
此
の
條

一一一一一か
感
染
す
る
Lc
い
'・一

こ
と
を
識
明
さ
れ
た
の
は
故
一一m
島
一一 :

-一」，一で
す

。私
は
各
地
の
條
a一一患

者
の
分
布
般
態
と
魚
類
の
分
布
と
の
關
係
を
究
め
更
に
各
穂
の
魚
類

を
検
索
し
て
表
に
示
す
や

う
に

、
館
〇
n
c
h
o
r

一一yn
c
h

一一gm
as
o
n

購
:

太

llfi
〇
・
g
o
-

'

b

一一一・一（h
a

が
日

本
に
於
け
る
本
條
一ma
の
最
も
普
通
の
感
染
源

第
二
中
間
宿

一王
で
あ
つ
て
'
随

o
・

K
e
1

a

も
亦
感
染
源

（第
二
中

間
宿
主

）
と
な
り
得
る
こ
と
を
證
明
し
ま
し
た

。尚
其
他
の
能
館
族

魚
類
で
あ
る

（-ll「購
）〇
． :

n
e
r
k
a

「ま
す
の
す
け

」〇
． t
s
c
h
:
-

W
，yt
s
c

一一a

銀
館

〇
・

K
，su
t

a
h

等
に
就
い
て
も
調
査
し
、
最

一'-一に
も
千
鳥
か
ら

送
つ
一一，- i一一一つて
研
究
中
で
ぁ
り
ま
す
が
今
日

一-a
の
研
究
で
は
・一一r6:
，一第

二
中
間
宿
主
と
す
べ
き
論
據
を
有
し
・
ま
せ
ん

。其
他
虹
館

sa・--?
l

m
o



数 二 第 卷 二 第

歸
に
就
い
て
の
検
索

館

の

」一座

地

一
検

表
一
M
g
解

業
（常
山

）一
八

五一一

二
八

自

川

（同

）

五
一

一

木

一一一 ::一
川

（愛
知

）
l

n
三

一

北

海

:
-

〇
一

四

営
域
一
順

一'':-
-
-

（:u
-

一一一一一氏
）
三
七

四

-f
生
百
分
率

一

前
M
3

三
二

、九
四

，。，一一1
，一f
'

般

二
〇
o
ス
．一

一
、八
九
%
二

四
〇

、%
一一

一〇
、八
%
j

一'
-

八

棒
太
歸

、
態
に
就
い
て
の
検
索
成
績

重
百
分
率
一

四
〇

、%

l

n

、六
%

寄
生
一低

M一--
数

一

一
-
一〇一

い
て
の
研
究
を
基
と
し
て
い
へ
ば

'
大
部
分
筋
内
内
に
寄
生
し
て
一0

て
極
く
編
に
一
順
一f'脇
内

、
内
-llf
に
客
生
し
て
一
〇

る

。筋
肉
内
で
は
比
較

的
表

:

后
即
ち
皮
下
に
接
し
て
寄
生
し
て
一〇
る
場
合
が
多
い
が
、
筋
内

の
深
一
后

、
時
に
は
番
;tlE
に
接
し
て
寄
生
し
て
一〇
る
一要
合
一oll
）あ
る

。姐

部
筋
脊
部
の

一一M肉
内
に
多
く
寄
生
し
て
一〇
る
が
-ll-
胸
部
'
項
部

、
尾

端
部
等
の
筋
内
に
将
生
し
て
一〇
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。故
に
何
處

の

部
位
の
筋
内
が

一
番
感
染
率
が
多

い
か
と
云
へ
ば
Jlf
番
に
一一一一一る
表
居

の
筋
肉
で
あ
る
が
之
は
紹
對
的
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

解
o
）筋
内
内
に
寄
生
す
る
動
條
-l--
は
一一一一一白
色
成
は
黄
自
色
の
一属
平

紐
-tl-
で
收
縮
時
は
六
耗

、
伸
展
時
は
四
〇
耗
以
上
に
な
る

。一一一一一内内

に
て
は
多
く
は
收
縮
一又
は
前
一一:一一一一の
， tM
態
で
、
或
は
直
ぐ

、
或
は
-lil
，

曲
し
、
成
は
蛇
環
壯
に
幡
居
し
て
一〇
・

ま
す

。北
降
産
の
節
に
於
て
は

こ
の
動
條
虫
が
包
盤
を
被
つ
て
る
る
こ
と
は
稀
'

た
が

、
萍
太
産
館
で

は
展
々
包
獲
を
被
つ
て
一〇
ま
す

。

一aM一に
，
-

:

:

意
中
し
た
い
の
は
一解
一備

一の
始
ん
ど
全
て
に
於
て
其
の
筋
肉

i

r
i（
-

c
u
s

と
競
〇

．m
ac
r
-

）6一 :i
o
m
l-
と
に
就
い
て

、
實
驗
的
に
は
動
條
一一一a

を
寄
生
さ
せ
る
-
と
が
出
來
た
が
自
然
般
態
に
於
て
は
競
や

一一一一一總
が

第
二
中
間
・

術
主
と
な
る
こ
と
は
始
ん
ど
無
い
と
思
つ
て
一〇
ま
す

。

一一一
'一關
等
に
寄
生
す
る
幼
條
一裁

:一一一一の
種
類
、
産
地
'
術
獲
期
に
よ
っ
て
幼

一一一置一一の
需
生
率
に
移
動

の
あ
る
こ
と
は
表
に
示
す
通
で
あ
る
が

、
距
と
一配

一 :太
一醒
に
於
て
は
一・一一-l:

づ
三
〇
乃
至
四

（）%
の
-lf
生
率
を
示
し
、
態
で
は
五

一・ノ%
に
過
ぎ
ま

せ
ん

。
一
尾
の
一mi一
節
に
・一一一生
し
て
f

〇

る
幼
條
最
の
一
数
も
決
し
て
多
く
は
な

い

、
稀
に
十

五
條
寄
生
し
て
一〇
た
例
も
あ
る
が
通
例
は

一
條
か
ら
五

條
這
で
あ
り
ま
す

。幼
條
-la
or
）寄
生
し
て
一〇
る
部
位
も
寄
生
般
産
も

解
の
産
地
で
多
少
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が

、
北
海
適
産
館
插
に
就

内
に
一期一
條
一識
で
な
い
と
こ
ろ
の
線
虫
を
寄
生
し
て
一〇
る
し

、一陽
に
條

虫
其
他
を
客
生
し
て
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
'
之
れ
は
館
自
已
の

寄
生

一一一---で
あ
つ
て
人
体
に
は
寄
生
し
な
い
と
こ
ろ
の
」一f
の
で
あ
り
ま

す

。

（以
下
次
'

號

）

明
治
以
前
に

於
け
る
本
道
の
館
鱒
漁
業

齋

藤

光

雄

往
古

の
陸

素
業

一一一一日
一一一十
年
以
前

一
知
る
事
が
出
來
な
い

。和
人
の
本
適
に
移

:

i
i
:一す
る
に
至
つ
て
か
ら
で

往
古
の
本
道
能
g
漁
業
に
就
い
て
は
・
?
-

一一一と
し
て
全
く
其
の
消
息
を

も
覚
文
年
間

、
即
ち
今
を
去
る
約
二
百
七
十
年
以
前

の
事
は
更
に
依

五
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る
べ
き
記

，難
が
無
い
、

。

和
人
の
本
適
に
移

:

-
:一」し
た
の
は

、e一一一m1M一古
い
時
代
か
ら
で
ぁ
っ
た

様
で
即
ち
，
文
治
五
年

（
七
百
四
十

一
年
前

）藤
原

一一一一0衡
が
表
川
の
舗

に
破
れ
た
時

、
其
の
残
難
に
逃
れ
て
本
道
に
渡
つ
た
も
の
が
少
く
な

か
つ
た
と
云
う
事
で
あ
る

。其
0

）後源
一
義
經
の
!-la
明
-ll-
に
挑
一れ
て
來

た
と
一'X
ふ
傳
読
は
題
に
信
じ
難
い
も
の
で
あ
る
が

、
松
前
氏
の
一;lla
武

田
信
廣
が
始
め
て
環
--l-
島
に
渡
航
し
て
來
た
一一一一一・・
徳

三
年

（四
百
七
十

七
年
前

）
頃
に
は

、
和
人
は
最
' :

一… :-
，大
分
移
住
し
て
居
つ
て
'
既
に
束

は
-9
川

、
西
は
余
市
に
ま
で
及
ん
で
居
つ
た
と
一一一ふ事
で
あ
る

。從

て
最
:
于

此
の
在
古
に
於
て
も
和
人
も

:一一一一一m i
．識
業
を
な
す
も
の
が
多
少

あ
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
所
で
ぁ
る
が

、
多
く

は
蝦

一発一
人
が
原

:

始
的
の
'm
具
を
以
一し
自
家
用
の
能
館
を
獲
つ
て
居
つ
た
-o

の
と
思
は

れ
る
o

組
の
使
用
開
始
時
代
（二
百
七
十
平

一 :

-
:一至
二
百
年
以
前

）

本
適
の
一艦
一聽
一源
業
に
關
す
る
最
も
古
い
記
難J
・一一一一=m一
せ
る
も
の
は
津

H一一
統
-i--
で
ぁ
る

。覚
文
年
開
（二
一自

七
十
年
乃
至
二
一自
六
十
年
前

）

の
條
に
次
の
様
に
誌
し
て
あ
る

。

津
0l
一
統
志（
一n
0一十
），尻
深
の
大
將
力
ン
ー

一
シ

コ
ル

'ノ
マ

ナ
ィ
の
中

候
に
は
'
近
來
あ
ち
商
に
松
前
よ
り
御
越
候
て

、
大
あ
み
ぉ
ろ
し

能
す
き
と
御
取
り
'
上
方
〈-

商
に
御
越
被
成
候
に
付
'左
標
に
被
し

成
候
て
は

、
秋
共
取
中
候
鮭
無

:

一
御
座
一
候
間
'
一M
的

一 :一一中候
間

、
拙

佼
に
て
千
能
五
東

一死、
御
取
答
被
成
候

。近
年
一観
人

（家
老
蠣
崎

一観
人

）::-

-

a
-

l

一m能
成

、
米
七
、八
升
入
に
て
干
鮭
五
東
づ
-
'に
御
取
替

被
レ

成
候
S
-l-
も
'
狄
共
の
機
に
候
S
ば

、
不
レ

及
二

是
一一一一一一一
;l-
の
通
に

差
上
中
候
、c

一

能

一
東
は
二
十
尾
で
あ
る
か
ら
、
此
の
頃
干
能
百
一
尼
で

米
七
、八

升
と
交
易
し
た
の
で
あ
る

。元
，難
元
年

（二
百
四
十
三
年
前

）照
夷
調

査
船
水
戸
の
快
風
丸
が
石
排
に
入
つ
た
時
は

、
米

一
斗

二
升
を
以
て

生
一離
一自
尾
と
変
換
し
た

、 :
此

れ
が
當
時
の
定
法
で
あ
つ
た
と
一一，-・・
）事

で
あ
る
o

:一一一一の
時
代
に
館
の
製
品
と
し
て
は
'
干
一解
の
他
に

、
監
引

、
鹽
一f

難
被
等
が
ぁ
っ
た

、
此
等
は
他
の
産
物
と
共
に
奥
羽
一
地
一
方

、
北
陸
適

諸
國

、
並
に
小
一一m一
、
較
賀
の
二
港
を
經
て
、
京
識
地
方
に
移
出
し
'

松
前
の
産
物
と
し
て
最
、も

重
要
な
も
の
で
あ
っ
た

）
津
標

一
統
志

（

容
十

）
寛
文
年
間
の
條

、
に
本
道
産
の
商
品
を
記
一一w l:せ
る
中
に
陸
の

製
品
と
し
て

、
西
蝶
実
地
よ
り
千
能
'
一-
-a
引

、
東
蝦
-ll-
地
よ
り
一十
離

壇
引

、
總
も
一 :

ー
ノ0
少
細
を
産
せ
り
と
あ
る

。又
松
前
蝦
-liy
記
の
松
前
よ

り
，-
-
:一一……-一一．への

一一一一，1，品
目
中
に
一一一 l

一一一一、
能
:ta
-
:一一・
等
が
載
せ
ら
れ
て
あ
る

干
能
と
一一，一う
は
、一一一一一-を
神
へ
一腸
を
去
つ
て
乾
繰
し
、
嫩
上
に
吊
り

て
一照
し
作
つ
た
も
の
で
、
所
調
寒
鹽
引
で
・一の
る

。壇
引
は
和
人
か
秋

期
鹽
を
積
み
て
蝦
--l-
地
に
至
り

、
生
魚
を
職
実
よ
り
買
取
つ
て
船
中

に
て
一
理
蔵
し
た
も
の
で
、
後
に
は
豫
め
場
所
に
壇
を
送
つ
て
置
い
て

聽

一観
す
る
標
に
な
つ
た

。其
の
他

、一
解
一 :-
-

W
-

-f-
披
は
即
ち

:

雖
を
一定
割
に
ひ
ら

六

者
共
に
取
ら
せ
御
實
被
レ

下
度
向
'色
々
御
訟
一訴
中
上
候
え

ど
も
'

松
前
の
知
行
所
に

て
候
間
'
取
中
に

、
我
住
中
と
て

、
御
打
た
た

llte
'
其
の
上
に
も
抽
者
共
取
申
候
陸

、や
す
く
御
買
上
:一做

一一一
成
候
S

ば

、
何
共
迷
惑
仕
候

。，一

此
れ
に
よ
つ
て
見
る
と
此
の
頃
よ
り
，
和
人
に
・m
-一一網
を
使
用
し
て

一一一一M漁
業
を
營
む
も
の
が
出
て

、
蝦
--l-
は
之
れ
を
以
て
自
已
の
生
業
を

奪
ふ
も
の
と
し
て
怨
嵯
し
た
事
が
知
ら
れ
る

。

網
を
本
遭
に
移
入
し
た
事
に
就
て
は

，
北
越
史
料
誰
書
に
記

，鎌
が

あ
る

。之
れ
に
よ
れ
ば

、
越
後
國
刈
羽

一一一荒一構
村
の
流
網
を
延
費
元

年

（二
一口
r
1

:
:一十
三
年

前

）同
村
牧
一 ::I

:一:
三
郎
と
一一ム
，一もの
、
之
れ
を
手

船
に
塔
般
し
て
始
め
て
松
前
に
航
し
て
販
-llf
を
試
み
た
と
一一．-・・一一。

石
一一一一 :-川
で
始
め
て
・

地一一網
を
使
用
し
た
の
は

、下
つ
て
費
永
三
年

（二

百
二
十
四
年
前

）
で
ぁ
る

。常
時
の
網
は
越
後
金
引
製
の
一一7で
作
つ

た
も
の
で
'
細
の
長
さ
河
で
使
用
し
た
も
の
は
二
百
五
十
間
'
海
で

使
用
し
た
も
の
は
千
四
百
間

、
1l--
共
に
五
尺
乃
至
七
尺
で
あ
つ
た

。

然
し
な
が
ら
網
の
使
用
は
営
時
来
だ
極
め
て
少
な
く

、
比
較
的
增
加

す
る
に
'

--
つ
た
の
は
費
永
年
間

（百
二
十
六

、七
年
前

）に
-f
つ
た
頃

か
ら
で
あ
る

。

一一， :

確
一
統
志
'

一一1 :一一文
年
間
の
條
に
は
又

、
蝦
一一9
と
和
人
の
鮭
交
易

の
事
も
一
載

つ
て

:

居
る

・

津
輕

一
統
志
（一一一0一
十

）
「aル
の
潤
S
參
中
候
は
、
去
年
拙
者

共
殺
中
候
子
細
は

、
前
・一一一志
摩
守
様
御
代
に
は
、
米
二
斗
入
の
大

き
乾
し
た
も
の
で
、一確
一
鹽

一一一・は
即
ち

「・
，，
フ
、'こ
で
あ
る

。

解
は

一M一に
比
し
て
品
質
劣
る
た
め

、
常
時
余
り
術
独
し
な
か
つ
た

津
輕

一
統
志
に
1

，館
取
船
少
・一一一參
候

」と
あ
る
所
か
ら
見
れ
ば
、一f一を

積
み
て
總
を
買
取
り
に

一取一s～-一
地
に
來
た
も
の
が
多
少
あ
つ
た
程
度
で

あ
ら
'
f・〇

:a
i一
漁
は
常
時

石
游
及

「ま
し
け

」が
主
で
あ
つ
た

、
松
前
地
方
は
往

古
か
ら
-llf
少
く

、
其
の
他
の
場
所
は
・一一一一一． 一開發
さ
れ
て
居
な
か
つ
た

松
前
蝦

一一一一一記
に
よ
れ
ば
営
時
の
能
．漁
場
は

「石
狩

、
ま
し
け

」と
誌
し

て
あ
る
o

此
の
時
代
の
終
り
一
明
、
石
狗
に
一一一一一の
大
図
一一漁
が
ぁ
っ
た
'
婦
め
に

之
れ
を
・一・一・一要
食
科
と
す
る

、
石
一～一一 :

蝦
一一一一一の
一m一一 :

1
:
-
1一一す
る
も
の
二
百
人
に

及
ぶ
と
一f
う
非一性事
が
起
つ
た
'
此
れ
に
開
し
て
事
保
;・L年
（二
-
日

六
年
前

）
の
御
届
次
の
通
り
で
あ
る

。

一
、一一一 :蝦一一一一一一地
石
一一一一 :ll-と
中
す
所

、
去
年
秋
中
離
一一一一一っ
て
無
．一
御
・一ma一一

候
'
-暇
更
ど
も
因
第
仕
り

、
冬
中
よ
り

一lf年
に
M一り、
人
数
二

百
人
程
-ia
死
:
:u
り
候

、
彼
地
へ

一能
越
候
商
船
松
前
へ
師
着

、
上

乘
の
者
中
聞
候

。

一
'
右
之
外

、
東
環
現
地

「シ
コ
ツ

」（今
の
千
・一一一一）と
中
處
に
て
も

因
射
蝦
実
段
々
賊
死
仕
り
候
由
中
傳
へ
承
知
仕
り
候

、
未
た
般

死
の
員
数
は
相
知
不
中
候

、
連
路
の
機
'
殊
に
海
上
の
通
路
無

御
座
候
に
付
介
抱
仕
機
難
一一一能
成
一
御
座
候

。

七
月
十
六
日

松

一一1:
志

摩

守
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蝦
-ll-
に
は
當
時
陸
を
主
要
食
科
と
す
る
も
の
と

、
鹿
一肉
を
主
要
企

科
と
な
す
も
の
と
の
二
種
あ
つ
た
'
十

一一一一解一・一一9
は
距
内
を
主
と
し
、

石
游
-la
;ll-
は
離
を
以
て
主
要
な
る
食
料
に
的
て
て
居
た
の
で
あ
る

。

新
漁
場
開
發
時
代

（ ln
-

・一「ハ十
年
・ :一一一一一一一日
二
十
年
前

）

明
和
（百
六
十
年
乃
至
一白
五
．十
八
年
前

）以
後
に
至
つ
て
'
!la
夷
地

の
難
漁
業
は
大
い
に
發
達
す
る
に
至
つ
た

。
こ
れ
は
各
地
に
於
て
豐

漁
が
續
い
た
事

、一一一一一網
が
改
良
せ
ら
れ
普
及
し
た
事

、
態
の
製
造
方

法
S
改
良
せ
ら
れ
た
事
'
並
に
新
漁
一場
の
開
發
せ
ら
れ
た
事
等
に
原

因
し
た

。又
館
の
産
額
も
新
漁
場
開
發
の
結
果

一
躍
大
增
加
を
見
る

に
至
つ
た

。

此
の
時
代

、
石
m
-

:

元
場
所
一S
能
は
一
ヶ

年
の
産
額

一
万
二
千
石

。
'

其
の
他
:tl-
毛
，
留

一開
、
シ

コ
ツ

（千
歳
）余
市
'
解
多
布
場
所

等
で
も

各
三
千
石
の
漁
担
が
あ
つ
た

。

i
1

i
l一政
十
年

（一三
一
年
前

）の
蝦
夷
日
記
に
よ
れ
ば

、
東
:壊
-l-
地
産

額

一
万
二
千
三
一自
石

、
西

一取一一一一一地
二
万
五
千
石
、
合
計
三
万
六
千
三

百
石
'
尾
数
百
八
十

一i
力

五
千
尾
（-l-
時

の
一
石
は
五
十
尾

）'
外
に

拔
荷
七
十
二
万
六
千
尾

、
計
二
百
五
十
四
万

一
千
尾
の

:

離
の
一m一搜
一が

あ
つ
た
と
誌
r
-
----
れ
て
居
る
o

能
は
此
の
頃
ま
で
は
、
醒
--l-
で
は
干
鮭
を
製
し
、
和
人
は
望
引
を

製
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
が
'
新
た
に
新
一一一一一 :一の
製
法
を
發
明
し
'
從

て
販
路
も
獷
張
し
、
江
戸
に
移
出
す
る
も
の
殊
に
增
加
し
た

。

ケ
所
の
新
漁
-la
を
開
い
た

。

次
に
擇
提
島
は
党
政
十
二
年

（百
三
十
年
前

）高
田
屋
r一一一兵
術
に
よ

つ
て
開
發
せ
ら
れ
た

、
其
一-
前
年
一 :

-

一一一兵
衛
は
S一・
提
島
;Jl，根
萌
に
航
し

進
み
て
紗
那
に
至
り
、
地
勢
港

一間・一一一一調査
し

、M一一一一一一 :

-

一～
政
十
二
年

、
手

船
辰
'

使
丸
に
数
多
の
貨
物
を
積
載
し
、
日
一一一・ :

-一一一を
-llf
し
て

、
揮
提
島

に
M
-一い
た

、
近
藤
重
一一観

:

並
に
普
請
役
元
〆
精

、
山［n
出
一
．-'ハ

衛
等
も
此

の
船
に

一一一一一乘
し
た

。
此
久
し
く
海
岸
各
地
を
検
し
て
、
漁
場
十

七
ケ

所
を
開
き
，
漁
業
に
從
う
蝦
一9
に
食
科

、
．漁
網
等
を
給
し
、
漁
業
の

方
法
を
教
へ
た

。揮
‘'能
開
發
の
結
果
に
就
き
、
文
化
元
年

（百
二
十

六
年
前

）山
田
田
兵
衞
の
，

'ェ
':
l

:

'一一，フ
'

島
の
機
中
上
候
書
付
左
の
通
り

で
あ
る
o

「'ェ
，ト
，'ロ
ー

フ
島
漁
業
一聽
、 :

離

、
赤
魚

、
紅
館
、一一一一、解
等
多
く
有
之

中
に
・
，o
-

E
l一漁

最
中

，
其
の
-f-
面
に
構
集
仕
り

、川
に
登
り
候
砌
は

川
を
理
め
候
程
の
儀
に
て
'
取
提
祥

候
魚
は
一
自

分
の

一
も
無
之

、
大

体
川
に
遡
り
て
子
を
-ll9
り
付
け

、
其
の
年
限
消
中
候

。事
和
三
年

（百
二
十
七
年
前

）の
産
物
は
、

館
相
、
四
十
万

一一一一一，
一
兩
に
付
三
十
五
質
'
代

一
万
千
四
一口
二
十

八
兩
余

、

同
油

、
二
千
五
百
密

、
一兩
に
付

一一一一n-
'
代
二
千

五
百
一願

、

鹽
解

、
十
二
万
本

、
一
兩
に
付
百
二
十
本

、
代
千
兩

，

廳
紅
總

、
八
千
本
，
一
兩
に
付
五
十
本

、
代
'-

［一一ハ
十
兩

，

能
漁
は
館
に
一一一力
り
候
も
'
鹽
離
凡
五
'六
千
石
有
之
候

、営
年

（文

八

歸
を
煮
て
油
を
採
り
'一
組1la
を
作
る
事
も

、
此
の
頃
か
ら
行
は
れ
る

に
至
つ
た
の
で
あ
る
o

i
-一一一政
十
年
（百
三
十

一
年
前

）中
村
小

一
郎
報
告
-一よ
る
と
荒
卷
製

造
に
開
し
て
次
の
一
標
に
誌
し
て
居
る

。

「東
蝦
-ll-
地
シ

コ
ツ

場
所

十

三
、四
ヶ
所
の
交
易
所
'
千

:

醒
主
の
産

物
に
御
座
候
處

、一近
來
荒
卷
と
稱
〈
，

、
一
鹽
の
鹽
引
を
仕
立

、
積

出
候
間

、
出
荷
物
多
く
相
成
候

、
物
論
外

場
所
に
て
も
'
干
鮭
有

之
程
の
所
に
て
は

、
同
機
荷
物
相
仕
立
候
程
に
'
以
前
よ
り
交
易

所
手
一厚
に
相
見
へ
中
候

。」

前
記
中
村
小

一
郎
報
告
に
は
一解
油
及
納
に
就
て
も
左
の
一
標
に
記
し

て
Jllf
る
o

「ァ
ツ
ケ

シ

、
キ
イ

タ
ツ

プ

、
ク

ナ
シ
リ

の
方
館
油

、
被
粕
等
'
專

ら
:

-
:一
立
候
に
付
-

場
所
相
よ
ろ
し
く
相
成
候
由
'
申
聞
候

。」

又
般
・一9
捨
造
に
も

、
此
れ
に
就
て
左
の
様
な
記
載
が
あ
る

。

一
，姆
真
中
網
し
て
之
を
-E-
へ
、
千
し
て
食
に
充
つ
、
多
く
は
煮
て
油

を
取
り
'
其
の
一降
は
田
畑
の
肥
に
可
な
-l:）。」

-l-
の
時
代
に
於
て
開
發
し
た
新
漁
場
の
主
な
る
も
の
は

、
斜
里
場

所
と
標
提
場
所
と
で
あ
る

。此
れ
は
本
道
態
館
漁
業
更
上
o

）重要
な

る
出
來
事
で
あ
る
o

斜
里
場
所
の
開
發
は
0
見

政
二
年

（百
四
十
年
前

）で
あ
つ
て

、
三
代

一”一山傳
兵
術
が
自
己
の
-0a

l9
に
て
多
数
の
米
第
其
の
他
の
物
貨
一一一一送

各
種
一S
漁
網
を
供
へ
て

、
環
英
に
漁
法

一一一一傳
一一一一一し
、
此
處
に
十
敷

化
元
年

）
産
物
凡

一
万
八
千
石
'
去
る
申
年
（重
政
十
二
年

）以
來

大
漁
に
御
座
候
も
，
蝦
夷
人
ど
も
無
-llS
に
の
み

一操
し
，
漁
業
不
刷

に
'
番
屋
数
少
な
く

、
漁
具
数
も
相
整
は
ず

、
不
一手
週
な
り
し
も

當
年
は
年
内
に
目
論
見
置

、
漁
業
仕
り
、
會
所

、
番
屋
に
て
十

七

ヶ
所
出
來

、
蝦
要
人
共
も
漁
業
相
酬
れ
候
に
付

、
右
の
通
り
に
御

座
候

。」

揮
提
i

E

に
於
け
る
一 :

n一の
値
は
前
記
の
様
に

、
增
館

一
兩
に
付
百
二

十
本

、
紅
館
同
五
十
本
と
一一一う一可
成
高
價
で
あ
つ
た
が
'
一
方
松
前

と
解

一一9
と
の
交
易
に
は

、
営
時

一同
依

然
た
る
も
の
で
あ
つ
た

。即
ち

蝦
実
地

一
件

（覚
政
二
年

（一n
四
十
年
前

））に
よ
る
と
'「松
前
よ
り
蝦

夷
共
へ
和
渡
候
米

、
八
升
入

一
依
に
い
た
し
'
主
の
交
易
物
と
一一M一
め

（中
一一一一）、
能
館
は
二
十
本
を

一
東
と
唱
へ
、
千
解
'
-

-
-一国
は
七
東
に

付
米

一
俵

、
生
態
は
五
東
に
て
米

一
俵

、
右
は
古
來
よ
り
の
仕
來
り

に
て
蛾
究
共
も
心
得

、
交
易
数
し
候
由
に
御
座
候

，一
。

建
組
使
用
開
始
時
代

（百
二
十
年
乃
至
七
十
・

準
前

）

文
化
年
開
の
終
り
一9一よ
り

（約
百
四
十
年
前

）石
一洲
の
陸
．漁
は
産
額

を
大
い
に
一一m
，一一一一一し
、
從
來
常
地
の
連
上
金
二
千
二
百
五
十
兩

、
十

三

場
所

、
夏
場
所
の
連
上
金
六
一自
七
十
八

i

E
余
で
あ
っ
た
が

、
此
れ
を

減
じ
て
常
分
一E
場
合
を
合
せ
て
千
兩
と
す
る
に
至
つ
た
'
又
其
の
他

の
務
所
も

、
何
れ
も
漁
獲
を
減
少
し
た

。

天
保
年
間
（百
年
乃
至
八
十
六
年
前

）請
負
人
の
屆
出
に
よ
る
と

、

九



一
ケ
年
の
能
總
産
額
'
二

i

力

七
千
余
石
で

、
石
一a- :

の
九
千
五
百
石
を

最
多
と
し
'
根
室
の
四
千
五
百
石
、
得
提
の
三
千
五
百
石

、
究
排
の

二
千
石
、
增
毛
の
千
五
百
石
'
宗
谷
及
國
後
の
各
七
百
五
十
石

、
留

一
開

の
六
百
石
'
厚
田
'
白
老

、
釧
路
の
各
五
百
石
等
が
之
れ
に
次
き

他
は
産
額
多
く
な
か
つ
た

。
石
狩
は
往
時

一
万
二
千
石
と
稱
せ
ら
れ

た
が
'
-

-
-

-

一一的
一で
は
六
七
千
石
よ
り
一一力
石
の
間
で
あ
つ
た
o

根
室
，

一一-
後
の
如
・
さ
も
又
減
少
甚
し
く

嘉
永
年
間

（八
十
七
年
乃
至
七
十
六

年
前

）
は
凶
漁
相
一續
い
て
何
れ
も
運
上
金
を
減
一一-一
ら
る
る
に
至
つ
た

館
は
押
捉
島
が
主
で
あ
つ
て

、
高［n
屋
一一前一一 :一K
衛
開
發
の
項
は

、
平
年

l

万
五
、六
千
石
の
:一m
i

u
を
續
け
た
が
其
の
後
滅
少
し
て

一
万
石
以

下

、
五
、六
千
石
の
年
も
少
な
く
な
か
つ
た

。

次
に
幕
命
を
奉
じ

、
石
一a-一，に
11--l-
屯
し
た
荒
并
金
動
な
る
も
の
、
豐

〇

平

、
發

一架、一兩
川
の
能
減
少
を
患
ひ
'
部
下
を
し
て
三
ヶ
年
間
'
漁
業

を
監
祝
せ
し
め
一維
盤
を
防
〈
と
一f
ふ
事
-o

此
一
9
'
即
ち
・一 :1一政
年
間

（

七
十
六
年
乃
一 :

-

:

七
十
年
前

）
の
事
で
あ
る

。

」
--
の
9
離
の
:

額
法
に
革
命
が
超
つ
た

、
そ
れ
は
建
相
を
館
漁
業
に

使
用
し
た
事
で
あ
る
o

古
く
よ
り
解
は
雜
角
と
共
に

一一一一，建
細
に
よ

つ
て

、 :
漁

一製
せ
ら
れ
た
事
が
あ
っ
た
が
'
能
は
此
の
時
代
-l-
で
は
專

ら
、
河
川
内
又
は
河
口
附
一一一一一の
沿
海
に
於
て
!--
網
'
刺
細
に
よ
っ
て

漁
樓
し
て
居
つ
た
の
で
あ
っ
た
が

、
安
政
年
間
に
至
つ
て
'
:

難
漁
業

に
建
網
を
使
用
す
る
-o

の
現
れ
て
、
能
漁
業
は
河
よ
り
-f-
に
進
出
を

見
る
に
至
つ
た

。然
し
な
が
ら
明
治

の
中
頃
4
6

で
は

、
總
一一座
漁
業
は

:一一一一然
河
が
主
な
る
漁
場
で
あ
つ
て

、
建
細
の
一
眞
に
重
要
一一一せら
る
る

に
u
-

つ
た
の
は
明
治
中
'1-i-
以
後
の
事
で
あ
る
o

講

義

態

館
一

講

話

（:
）

號 二 第 卷 二 第

館
館
類
の
陸
封
型
に
就
て

養
殖
成
は
魚
類
の
事
を
書
い
た
も
の
に
よ
く
ラ

，
ド

ロ
ツ
ク
ド

産
卵
の
た
め
に
海
か
ら
河
湖
水
に
湖
一て
來
て
そ
の
一一一一．一一i一が
海
に
下

ら

ず
に
淡
水
に
定
住
す
る
様
に
な
つ
た
も
の
を
指
す

。陸
一一對
と
言
ふ

字

に
1-u
は
れ
て
水
か
ら
陸
に
上
つ
た
と
速
斷
し
て
は
な
ら
な
い
o

水
を

離
れ
て
生
存
の
安
定
を
得
る
魚
は
無
い
事
は
申
す
迄
も
な
い

。然
ら

ば
何
救
に
海
に
出
つ
へ
・一一r-一性
質
を
持
ち
な
が
ら
淡
水
に
住
み
装
へ
る

の
で
あ
ろ
う
か

。其
の
理
由
の
的
確
な
と
こ
ろ
は
學
者
で
も
解
ら
な

い
も
の
が
あ
る
そ
う

だ
か
ら
勿
論
私
に
は
解
る
需
が
な
い
が
陸
對
一re

一一一・・・一理
El-
に
つ
き
て
少
し
く
述
へ
て
見
構

。

院
:

對
型
の
出
來
る
理
由
は
第

一
は
自
然
的
原
因
に
依

る
も
の
第
二

は
人

:-S
的
原
囚
に
使
る
も
の
第
三
は
原
国
不
明
の
も
の
と
三
大
別
さ

れ
る
o

'

自
然
的
原
因
に
依

る
も
の
と
言
ふ

の
は
地
一一一一一の
變
動
に
よ
っ
て
海

〈-

下
る
出

「］が
寨
が
れ
る
と
か
成
は
海
へ
出
る
途
中

の
水
の
性
質
が

變
化
し
た
た
め
に
已
む
を
得
・一一一一，淡
水
に

止
・
ま
る
標
に
な
つ
た
も
の
で

前
者
の
例
と
し
て
は
姫
館
を
一
舉

一 ::一て
a一一一‘明
し
て
見
様

。姫
館
は
一一 i-一轉

が
産
卵
の
た
め
に
一9
か
ら
河
に
上
り
之
に
續
く
湖
水
に
這
入
て
産
卵

期
を
待
つ

。
愈
々
成
熟
す
れ
ば
湖
岸
又
は
湖
に
注
ぐ
河
に
上
つ
て
産

卵
す
る
o

老
角
は
茲
て

一
生
を
終
る
が
解
化
し
た
一一一一一一一一一
は
a類
蒂
湖
中

に
理
は
れ

一
年
間

」
--
の
揺
藍
の
地
に
居
て
そ
一一一・M一一一年
の
・一a:に
帶
て
親

が
連
つ
て
來
た
途
を
逆
に
ill-
に
下
つ
て
行
く
も
の
で
あ
る
o

鹿
が
翻

水
の
出
口
が
地
震
項
火
等
の
作
用
に
よ
つ
て
土
石
が
崩
れ
て
來
た
り

或
は
地
盤
が
隆
起
し
て
塞
い
だ
と
す
れ
ば
-Fl-
魚
は
湖
水
か
ら
出
て
行

・一一‘
田

芳

男

フ
オ

ー
ム

と
言
ふ
英
語E
が
出
て
來
る

。こ
れ
を
陸
封
型
と
和
一詳
す
る

の
通
不
適
は
別
間
題
と
し
て
此
事
相
は
斯
--
、 :言
・
」一の
で
あ
る
o

角
か

け
な
く
な
り
己
む
な
く
湖
水
に
滯
留
し
て
成
長
す
る
一a
i
-l-
と
な
る

。親

が
搬
ん
で
産
卵
し
た
位
の
識
水
で
あ
る
か
ら
成
有
に
支
障
あ
る
管
が

な
い
か
ら
此
處
で
立
派
に
大
き
く
な
る

。然
し
jll-
に
較
〈-

て
は
游
行

範
一回
は
せ
ま
い
し
解
科
も
充
分
で
な
い
事
は
体
形
が
大
・
さ
く
な
り
得

な
い
理
由
と
な
る

。殊
に
幾
代
も
/

、産卵增
班
す
れ
ば
競
0一一・
者
も

多
く
な
る
の
で
形
は
次
第
に
小
一、一・・-l;く
な
る

。
陸
封
型
は
海
に
下
て
成

長
し
た
も
の
に
較

一一、
て
小
形
な
る
は
こ
の
た
め
で
あ
る
o

尚
:-

9
水
と

淡
水
と
は
そ
の
性
質
、一較
境
が
著
し
く
異
る
た
め
に
魚
体
に
も
影
露

を
來
す

。誰
で
も
す

ぐ
解
る
事
は
:一m
産
紅

節
は
魚
体
に
斑
點
を
缺
く

が
陸
對
型
の
姫
館
に
は
'

頭

部

、
背
部

'
尾
始
等
に
小
黒
斑
點
が
散
在

す
る
こ
と
で
あ
る

。姫
館
の
話
が
余
り-

）長く
な
る
一一M一一一，一が
茲
に

一
つ

の
挿
話
を
述
〈
'

て
ぉ
か
う

。一一一一一--l'解
の
陸
封
型
の
も
の
は
ァ
ィ

一一一は
力

バ
チ
ェ
ッ
プ
と
稱
へ
る
o

産
卵
期
に
は
扁
平
に
な
る
か
ら
で
あ
る

。

所
が
明
治
四
十
年

に
北
海
適
聽
は
公
示
し
て
之
一一一一S一通一と
變
へ
た

。

そ
の
名
付
親
は
理
北
海
通
水
産
試
驗
一

場
長
森
脇
幾
茂
氏
で
あ
る

。小

さ
い
節
と
言
・一，
、一意
味
に
過
---f
な
い
と
の
事
に
聞
い
た
が
:一一，一角
に
フ
サ

ヮ
シ

い
優
に
ャ
サ

シ
イ

名
稱
と
m
一一一ふ
o

紅

館
が
陸
'

封
さ
れ
て
一m
鯖
と
な
る
な
ら
ば
一一一一露
の
分
布
す
る
地
方

な
ら
ば
何
應
に
で
-o

あ
1-

）得
る
わ
け
で
我
國
で
は
釧
路
川
の
支
流
阿

来
、
川
の
水
源
に
あ
る
阿
寒
湖
が
原
産
地
で
あ
る
こ
と
は
マ
リ
モ

の
産

出
と
共
に
有
名
で
あ
る

。
後
細
走
川
の
上
流
チ
・-
ヶ
プ
湖
に
-l〉
原
産

す
る
事
が
分
明
し
た

。我
-lla
で
は
こ
の
二
ヶ
所
で
あ
る

。北
米
で
は
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ヮ
シ
ン

ト

、'一
洲
オ

レ
-

コ
ン

洲
の
湖
水
に
原
産
す
る

。我
国
で
紅
節
の

-lla
る
河
は
創
路
川
本
流
M
-

一一 :
捉
の
-
:

，

ル

モ
一一一
ツ

、
ラ
ウ
ス

、
ト

ー
ロ

、

ト

シ
モ
ェ
の
諸
川

'
得
撫
島
の
一一一，一一一:一川
、
占
守
島
の
別
飛
川

、
幌
延

島
の
シ

I
-一
ツ
ト

プ
川
'
荒
川
等
で
あ
る
o

之
等
の
川
に
は
水
清
く

砂
明
か
な
る
湖
水
を
伴
て
居
る
が
来
だ
陸
封
型
の
一m
確
が
居
る
一一一・．一一，

聞
か
な
い
o

そ
れ
は
湖
水
の
出
口
が
河
に
3
-

t
i一一なく
續
い
て
角
の
上

下
に
支
障
な
い
か
ら
で
あ
る

。阿
寒
湖
と
チ
、・・
、
ク
プ

湖
と
は
何
時
か

出
口
が
塞
つ
た
た
め
に
湖
水
位
か
高
ま
り
遂
に
溢
れ
て
一一一:び
河
に
續

い
た

。然
し
そ
の
基
か
れ
た
と
言
ふ
證
據
と
し
て
出
口
は
高
、い
建
即

一
標
布
と
な
つ
て
今
に
残
つ
て
ぉ
る

。

次
に
途
中

の
水
の
性
質
が
發
化
し
た
こ
と
で
あ
る
が
こ
の
例
は
媒
一

聞
に
し
て
知

ら
な
い
が
内
地
に
居
る
ャ
マ
・一一．は
ャ
マ

一一一
に
較
〈
，

て
異

る
と
こ
ろ
は
体
側
に
赤
い
小
蘭
點
が
あ
る

。こ
の
角
は
河
川
内
に
成

育
す
る

。つ
・
ま
り
河
川
に
陸
對
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
o

郎
ち
-lf-
か
ら

館
が
河
に
迎
て
産
'

卵
し
そ
の
一一一一一一一一一即
ヤ

マ
ー

一
が
-a
に
下
る
時
に
下
流

の
河
水
温
が
高
く
な
り
こ
れ
を
実
破
し
て
下

る
こ
と
出
來
な
く
な
り

上
流
の
冷
所
に
引
会
。返
し
て
此
處
を
樓
家
と
し
て
審
施
し
た
も
の
で

な
い
か
と
一一心-
斯
く
識
明
す
る
學
者
も
あ
る
o
-

'-n
湖
中
部
の
目

月

一一一一と
言
ふ
総
一川
に
も

一
種
の
ャ
マ

一一一
が
居
る
が
こ
れ
も
同
様
で
あ
ろ

う
o

其
σ
）他
地
一一能
の
た
め
化
學
的
に
想
い
水
が
河
の
下
流
に
出
て
確

魚
が
こ
れ
よ
り
上
流
に

一M-一對
一r-一
れ
た
と
言

-
記
事
・一一一一一一 :一て
外
國
の
難

誌
で
一一設
ん
だ
が
今
そ
の
書
拔
き
が
見
常
ら
な
い
の
で
詳
細
を
述
〈
，・
兼

う
と
思
へ
ば
自
由
に
出

て
行
く
に
よ
い
に
も
拘
ら
f
1

，一一一一一封
型
が
出
來

て
ぉ
る

。そ
の
理
由
が
私
で
は
一読
明
出
來
な
い
か
ら
不
明
に
し
て
お

く
o陸

對
型
の
話
を
し
て
見
た
が
斯
ん
な
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
事
を
述

一、た
に
過
き
な
い
の
で
は
實
用
上
大

し
た
役
に
も
立
た
な
い
と
言
は

る
・・・・一
か
も
知
れ
な
い
が
も
う
少
し
述
'ぺ
re---
し
て
貰
ふ

。海
か
ら
河
に

」」て
來
る
も
の
な
ら
必
-
陸
封
型
が
出
來
る
で
ぁ
ら
ぅ
か

。自
然
的

原
因
に
よ
ら
な
く
と
も
人
爲
的
に
出
來
相
に
思
は
る
-

が
左
様
は
參

ら
ぬ

。能
離
:
-
一一一館
を
陸
封
し
て
見
る
試
驗
を
度
々
行
つ
た
が
何
時
も

趣

味

水

界

漫

「イ一一一一の
水
産
文
化

民
族
學
に
疎
い
供
は
ァ
，一一-
-
一一と
大
和
民
嫉
ツ
マ

:・
一一一一ゃ一快
等
と
の

開
係
は
ど
う
で
あ
る
か

一
向
解
ら
な
い
が
ぉ
互
が
相

一nの
水
産
通
で

ね
る
～
亦
事
資
と
保
競
も
出
來
な
い
が
細
對
に
無
い
こ
と
で
は
な
い

と
思
ふ

。琵
毒
湖
の
ァ
・一一，
ノ

ウ
ォ
小
船
も
陸
封
型
の
:

-
一一一型
で
あ
る

。

次
に
人
爲
的
に
陸
封
型
が
出
來
る
事
で
あ
る
が
こ
れ
は
近
來
の
如

く
科
學
文
化
が
發
送
す
れ
ば
有
無
-tt-
通
ぜ
し
む
可
く

盛
ん
に
移

一地
も

行
ふ

。成
は
河
川
を
'

埋
き
・:-

"め
て
角
の
通
路
を
遮
断
す
る

。こ
れ
等

は
人
爲
的
に
確
封
型
を
作
る
怡
好
の
機
會
で
あ
る

。紅
聰
や

館
の
卵

を
解
化
し
て
湖
水
や

池
に
放
養
す
る
こ
と
は
今
や

全
國
的
に
行
は
れ

て
ぉ
る

。
近
い
例
で
は
相
走
川
に
海
か
ら
上
て
産
卵
す
る
館
の
卵
を

大
沼
公
園
に
移
殖
し
た
と
こ
ろ
が
今
で
は
確
に
・

殖
え
て
海
に
下

ら
な

い
範
と
な
つ
て
同
地
の
名
産
と
な
つ
た

。

河
川
に
増
提
を
造
て
!1f
水
す
る
人
工
池
は
水
力
一業
一一一事
業
に
多
く

の
場
合
伴
ふ
も
の
で
あ
る
か
た
め
に
貯
水
池
に
残
る
魚
は
陸
封
型
に

變
る
も
の
が
出
來
る
は
當
然
で
あ
る
o

以
上
の
人
爲
的
陸
対
型
成
生
は
結
果
に
於
て
自
然
的
原
因
に
ょ
つ

て
出
來
る
も
の
と
變
ら
な
い
o

最
後
の
原
因
不
明
の
も
の
と
言
・J
-一の
は
之
は
私
丈
け
が
不
明
の
も

の
で
あ
つ
て
學
術
界
で
は
明
瞭
な
事
で
あ
る
か
・6
知
れ
な
い

。二
三

の
例
に
つ
い
て
述
べ
て
見
機

。北
海
適
の
河
川
に
は
到
鹿
に
ァ
メ

マ

ス

が
居
る
が
こ
れ
に
二
型
あ
る

。一
は
-f5
か
ら
上
て
來
て
産
卵
し
一一一一一

魚
が
．ill-
に
出
て
成
長
す
る
も
の
で
他
は
終
生
河
に
居
る
小
型
の
も
の

で
一一一の
る
o
f

概
で
も
然
り
o

湖
水
に
居
る

一一一一一で
も
然
り

。お
な
じ
み
の

館
（ャ
r

，
'
-一
）も
亦
然
り
で
あ
る

。此
等
は
河
川
湖
一沼
か
ら
-f5
に
出
や

失
敗
し
た

。尤
も
離
は

一
年
や

二
年
開
は
池
に
価
一
ふ
事
は
出
來
る

。

茲
で
一一一一封型
に
す
る
と
言
ふ
事
は
少
く
と
も
数
代
一例
・
」一試
驗
を
意
味

す
る
o

然
し
試
驗
の
方
法
が
惡
い
と
言
は
一・0
・・
'
と
そ
れ
:-l:
-

F
J

・・・・一
あ
る

が
歸
--r「館
等
は
立
派
に
出
來
る
が
前
記
の
二
種
で
は
ゥ
マ

ク

行
か
な

い

。人
爲
的
陸

一一一一型
が
客
易
に
出
・一一一一一る
様
に
研
究
か
進
ん
だ
な
ら
ば

養
魚
事
業
上
に
多
大
の
貢
献
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

。解
化
事
業
に

從
事
・n一る
4
諸
着
に
研
究
を
ぉ
す
-
・・一
め
し
度
い
と
こ
ろ
で
あ
る
o

（二
、一
四

、稿
）

筆

( 二 )

海

原

あ
る
な
ど
・

、一自
負
し
て
居
た
ら
と
ん
一「一間
速
ひ
だ
ョ

。水
産
文
化
に

於
て
は
ァ
，一一・一一一の
後
壓
を
一一一一一す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
・一一一・（）
今
日
は
こ

れ
を

一
席
辨
し
て
-ll-
の
葉
を
一M

．
く
事
と
し
ゃ
う

。

近
頃
成
新
聞
紙
で
機
賀
器
の
山
中
に
先
f-
民
族
の
遼
跡
が
破
見
さ

=一一
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．製
造
方
面
に
移
つ
て
は
先
づ
ァ

イ
ヌ

が
立
派
な
無
製
を
造
る
こ
と

一一一話
し
度
い
o

寒
;a
引

の
事
だ
ろ
う
テ
o

ヨ
ク

知
て
一
居
る
ネ
o

食
ふ

て
ゥ
マ
ィ

か
ら
忘
れ
な
い
と
言
ふ

の
か

。理
金
な
一一a一ち
ゃ

。こ
の
寒

鹽
引
は
所
語
冷

一無
に
屬
す
る
も
の
で
少
々
堅
い
が
味
は
捨
て
難
い
も

の
だ

。ァ
イ
ー一は
文
明
人
に
見
る
様
な
虫
歯
は
始
と
な
い
か
ら
皆
歯

が
‘観
い
從
て
こ
れ
位
の
堅
re---
は
苦
に
せ
ん
の
だ
ら
う

。
堅
い
な
ん
て

文
句
・一一一、言
ふ
人
は
先
づ
己
の
弱
--tc
事
を
省
る
こ
と
'

だ
ネ

。何
し
ろ
長

い
冬
の
・ i

t一を
焚
火
を
国
ん
で

一
家
團
樂
の
樂
み
を
喫
し
っ
つ
天
上
に

品
し
た
角
は
自
然
に
一
無
製
と
な
る

Lc

言
ふ
使
利
さ
一一．
-

。次
は
ル
イ

一一

の
事
だ
が
恐
ら
，，、' l一一一は知
る
ま
い

。こ
れ
は
冷
一操
一照
'

だ

。鮭
を
ヵ
ン

ｫ

に
一源
ら
し
て
貯
蔵
し
て
然
も
天
下
の
珍
味
を
造
る
か
ら
傅
い
も

の
'
だ

。そ
れ
も
不
精
な
細
お
が
無
を
只
凍
ら
し
て
了
4
と
は
全
く
異

て
;-S
の
生
奥
い
の
を
去
り
然
も
營
養
分
と
味
と
を
失
は
な
い
様
に
し

て
冷

一保
す
る
の
'だ

。帝
國
本

デ

ル

で
一離
の
ル

イ
ー

一
一
皿
五
十
国
も
す

る
そ
う
だ
が
尤
も
の
事

一． 一。何
し
ろ
資
本
金
何
面
万
国
に
高
い
体
:

給

を
排
て
技
師
や

技
手
を
一服
て
ぉ
る
冷
藏
含

一一一'-T
造
る
の
だ
か
ら
ネ

。

そ
こ
へ
行
く
と
ァ
イ

一一一は
自
分
の
勞
力
以
外
は
鑼

一
文
の
資
本
を
要

し
な
い
冷
一保
事
業
を
行

，。所
謂
無
一一一一一一:a一除
節
約
の
極
致
だ
ネ
o

そ

の

外

能
節
の
ァ
タ
ッ
だ
と
か
ソ

一 :，リ
ー一T一と
か
と
:
1

一':一ふ
矢
張
り
生
産
役
を

最
少
限
度
に
切
り
語
め
た
乾
製
品
も
あ
る
が
餘
り
長
く
な
る
か
ら
こ

の
選
で
止
め
て
お
く

。唯
最
後
に
是
非
-ll-
に
間
か
し
て
お
く
も
の
が

あ
る
o

そ
れ
は
ラ

シ
メ

昆
布
と
言
ふ

一一一一一?
。標
着
し
て
打
ち
上
た
昆

れ
て
・一一一一・一一，水
邊
に
居
住
し
た
と
言
ふ
從
來
の
學
読
が

一m一さ
れ

立
派
に

山
中
に
も
一一 :-t-…
ん
だ
と
言
・・J
一一
確
證
が
一
果
つ
た
と
f
つ
た
が
供
か
ら
言
は

し
む
れ
ば
斯
ん
な
事
は
何
ん
で
-o

な
い
ョ

。そ
れ
は
ァ
イ

一一一の
習
性

を
注
意
す
れ
ば
解
る

。ァ
，一一，-
一一は
少
く
と
も
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は

水
邊
に
居
り

一一一一等
の
大
好
物
の
陸
や

韓
の

一發が
河
に
無
く
な
れ
ば
今

度
は
山
野
に
這
入
つ
て
一S一一一機
を
ゃ
る

。然
し
家
は
河
一一一・に
建
て
ぉ
く

偶
-

-9
機
に
出
た
者
が
變
死
し
後
年
そ
の
骨
を
--a
者
が
am
て
ァ
ィ
メ

は
山
中
に
も
生
活
し
た
と
言
ふ
設
一源
と
し
た
な
ら
ば
素
は
何
と
思
ふ

か
'一一・。マ
ァ

斯
ん
な
-

oll-
の
サ

。使
は
胃
頭
か
ら
-ll-
總
し
て
お
る
と
言

ふ

の
か

。も
う
少
し
裁
で
間
・
さ
王
一一一
。ァ
ィ
・

一一一の
水
産
文
化
の
發
連

し
た
こ
と
は
彼
等
が
水
一選
に
居
住
し
た
こ
と
に
依

て
離
成
さ
れ
た
の

だ
と

一構に
結
論
を
下
さ
し
む
る
に
は
こ
の
點
を
明
か
に
し
て
--lf
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ

。

ァ
イ

一一の
水
産
文
化
論
は
先
づ
漁
撕
の
方
面
か
ら
述
べ
て
見
や

う

ァ
イ
ー一の
漁
具
漁
法
を
見
給
へ

。尤
も
今
日
行
は
る

、一精
］
:-f
な
る
綱

ゃ
副
漁
具
や

或
は
漁
船
は
持
ち
合
せ
な
い
が
こ
れ
は
一
番

々
の
一一一一先で

io
知
ら
な
か
つ
た
事
で
あ
る

か
ら
原
始
的
漁
撕
に
於
て
比
械
し
て
見

る
な
ら
ば
ァ
イ

，一の
方
が
余
程
進
ん
で
ぉ
る

。
r

レ

ツ
プ
と
． '-一 :-
，一鈞

を
知
て
ぉ
る
か
ィ

。マ
レ

ツ

プ
は
一一一一 :の
尖
端
に
可
動
性
の
釣
を
附
け

て
角
を
突
，--一一一刺
・一一一一・
と
角
は
動
い
て
も
釣
も
同
時
に
動
く
か
ら
金
輪
際

ハ
ツ

レ

な
い
と
言
ふ
仲
々
． ョ
ク

出
來
た
も
の
一一一． 一ョ
。一E l:
は
同
時
に
念

流
に
丸
木
舟
を
ァ
ャ
ッ
ル

用
に
供
さ
一，（-一
・・・・一
便
利
が
あ
る
o

面
を
つ
け

布
を
ァ
ィ

ス

は
船
つ
て
乾
操
し
粉
末
と
し
米

、
粟

、
ソ
バ
粉
を
二
三

割
加
へ
更
に
鮭
内
で
も
熊
内
で
も
一混
じ
て
煮
て
金
ふ
の
だ

。昆
布
粉

末

は
一
麓
年
で
も
貯
蔵
一．，-一一一一一一ゆ
る
か
ら
凶
作
願
随
の
場
合
に
役
に
立
つ

と
言
，一もの
一た

。何
も
一
民
布
粉
に
限
つ・
た
事
で
な
い
と
言
f
の
か

。

サ

ア
ソ
コ
'だ
よ

。
督
養
と
調
味
と
を
索
ね
然
も
最
も
安
價
な
も
の
は

一m一一一一一で
あ
る
と
ァ
，一一'一一一は
信
じ
て
造
る
の

一． -。一
朝
般
節
が
製
來
す

れ
は
人
民
の
黎
る
性
一職
は
一一一一m一すへ
か
ら
r
-一--
;

る
は
古
今
東
西
の
歴
・E
-

一一一

に
よ
る
も
明
で
あ
る

。先
づ
大
事
な
f-
物
の
欠
乏
か
來
て
次
い
で
惡

疫
流
行
だ

。食
物

:

が

，一一一一い
ば
か
り
で
な
い
營
養
が
不
良
と
な
る
の
は

解
り

一一一---つ
た
こ
と
で
所
一一一一一M一一一菜
天
下
に
滿
つ
る
こ
と
に
な
る

。之
れ

が
對
策
に
昆
布
を
用
，-
る
と
は
思
ひ
付
き
-

:
-

や

な

．い

一一（ :-1一-一一會
政
策

の
一列
れ
り
盡
せ
り
の
現
代
で
は
不
要
か
」6
知
れ
な
い
が
年
中
一一一負
乏
に

b一n
し
ん
で
ぉ
る
一:n
に
對
し
て
ョ
イ
ー

一一一一一一機
政
策
を
教
（
-

た
の
サ

。・一一一一一一物

の
話
ば
か
り
し
て
は
面
自
く
な
い
と
言
ふ
な
ら
ァ
イ

ス

の
水
産
工
整

品
を
紹
介
す
る
か

。東
北
地
方
と
言
ふ
て
も
秋
田
選
で
靴
の
事
を
ク

リ

と
:

1

r
:一ふ
が
一一s:一の
少
年
時
代
は
ヶ
リ

は
多
分
和
蘭
語
で
で
も
あ
一一一oと

考
へ
た
も
の

一，～一がァ
イ
ー一の
水
産
文
化
を
知
る
機
に
な
つ
て
か
ら
は

こ
れ
は
ァ
イ
ヌ

語
で
あ
る
こ
と
が
解
つ
た

。ヶ
リ

即
鮭
應
で
一艦
の
度

で
造
つ
た
1-lf
物
だ

。要
す

る
に

:

離
度
製
靴
だ

。一近
頭
の
ィ
ァ
ー一は一ァ

ン

プ
ン

靴
位
は
皆
履
い
て
ぉ
る
が
音
は
嚴
冬
素
雪

の
場
合
で
も
裸
足

で
一 :一一～，い
た
も
の
だ
そ
う
だ
．

。も
し
履
物

を
穿
く
時
は
こ
の
ヶ
リ

を
用

ひ
た

。陸
一
尾
の
皮
で
T
度
短
靴
位

の
も
の
が
一
つ
出
來
る

。こ
れ

な
い
釣
針
に
過
き
な
い
な
・ :
・

，J
・・・
'
負
一一…み
を
一 :一一 :ひ
給
ふ
ナ

。マ
レ

ツ

プ

は
・一n一を
遍
ふ
て
実
、き
刺
す
‘ol-
の
で
先
方
が
來
て
か
．・・一る
の
を
待
て
居

る
様
な
一建
違
な
一額
具
で
な
い
o

産

」-
lP
に
一一一岸に
來
る
鯨
を
待
て
お
る

標
な
一一一一一漁
業
で
は
験
目
だ
須
く
外
洋
に
魚
部
を
追
ふ
沖
合
漁
業
に
せ

ね
ば
ィ
カ
ン

西
洋
で
は
皆
此
方
法
に
よ
る

。と
醫
力

の
先
a一一者
か
大

聲
族
呼
す
る
時
代
だ

。ァ
ィ
ス

は
昔
か
ら
角
を
求
め
て
漁
る
手
法
に

依

て
ぉ
る
わ
け
一一・一o :一9-一の
話
が
出
た
序
だ
か
ら
っ
け
加

一̂て
ぉ
く
が

今
日

各
所
で
用
ひ
ら
る
る
角
拍
の
先
題
を
爲
し
た
る
タ
モ

網
で
も
'ザ

ル

網
で
も
あ
れ
は
管
ア

，一一，一一一が
創
始
し
た
」f一
の
-
，-

。和
人
が
渡
道
し

た
常
時
は
皆
こ
れ
を
以
て

:

鯨
を
漁
た
も
の
一一一一
が
微

の
深
い
多
一
獲
主
義

的
精
加
の
發
露
と
し
て
行
成
網
と
な
り
角
細
と
な
つ
た
も
の
サ

。次

に
ゥ
一r
，ィ

，一，-一一
''一一ふ
漁
法
一、一・一
が
增
減
常
な
き
河
水
に
於
け
る
定
置
漁
具

と
し
て
最
も
能
率
の
大
な
る
も
の
は
こ
れ
だ

。念
の
入
つ
た
の
は
上

流
に
鹿
一
除
け
の
資
を
立
て
-

'同
時
に

魚
止
と
し
下
に
ゥ
ラ
ィ

の
口
を

上
流
に
む
け
て
瀬
に
装
置
し
て
ぉ
く

。一一一一一一は
魚
止
-f
に
衝
て
下
流
に

引
き
返
す
道
は
必
ず
潮
に
添
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
ィ
ャ

應
な
し
に
魚

が
陷
ら
さ
る
る
實
に
巧
妙
な
も
の
だ

。千
一 i成
の
解
化
一場
は
術
魚
車
で

漁
る
が
其
の
他
の
解
化
場
で
は
大
概
ア

イ
ー一式
ウ
ラ
ィ
の
亜
流
を
汲

ん
で
ぉ
る

。-f-
角
、車
一一．～つ
て
そ
の
元
を
正
せ
は
ァ
ラ
ス

カ

土
人
の
a

明
し
た
も
の
を
金
を
情
・一一一一 ii・6
い
北
米
人
が
改
良
し
た
も
の
で
自
人
の

水
産
文
化
の
産
物
で
は
な
い
矢
張
り
ァ
，-，・
一一一と
同
構
の
ァ
ラ
ス
カ

土

人
の
水
産
文
化
の
一
腸
一一-一
か
ら
自
人
と
難
も
餘
り
成
張
れ
な
い
サ

。
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化

月
進
一十

月

月

二

月

本
年
度
適
内
解
化
場
の
随
規
無
術
盤
並
に
採
卯
は
大
体
に
於
て

一

月
を
以
て
終
了
し
、
二
月
に
入
り
て
街
繼
績
し
つ
つ
あ
る
は
'
這
營

の
千
歳

、
西
別
の
兩
解
化
場

、
民
督
の
根
室
國
一一一一 :一別
、
常
幌

、一順
振

一一一一一一解一，拂
、
腋
生
の
四
解
化
場
の
み
で
あ
る

。

本
年
度
十

一
月
迄
に
於
け
る
親
魚
--a
渡
並
に
採
卵
成
績
は
願
る
良

道
内
孵
化
場
鮭
親
魚
捕
獲
採
卵
般
況

雜

報

‘・・・
、‘‘・・・
、・
‘・・・
、、・・・・
、、lt・・
、

米
國

割
'

到
大
學
農
學
部
の
發
表
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

は
同
原
部

ヨ
及

引
の
一m
民
は
最
一一一一一鮮
一
油
に

「ビ
タ
，、・、 '

ン

，．一A

及
び
D

が
多
量
に
含
有
せ
ら
る
る
こ
と
を
發
見
し
た
'
兩
氏
の
實
験

に
よ
る
と
一難
油
中
の
「ビ
タ
・-
ン

」A
及
び
D
の
含
有

-ll-
は
'
完
全
に

解
-l「f油に
一ル一敞
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「ピ
タ
・
-

ン

」A
及
び
D
の
給

源
と
し
て
極
め
て
好
適
の
も
の
で
あ
る
と
指
示
し
て
居
る

。

能

．油
中
に

「ビ
タ
、
，、ン

合
有
發
見
せ
ら
る

」A
及
D

の

海

外

事

報

は
班
靭
で
あ
っ
て
ョ
イ

事
は
水
を
、通
さ
ぬ
の
で
あ
る

。こ
れ
も
内
は

食
物
と
し
度
を
履
物
に
す
る
と
言
ふ

無
i

城
排
除
か
ら
來
て
お
る

。

ァ
・

4・

一一の
水
産
文
化
論
に
も
大
に
疲
れ
た

。こ
の
邊
で
菜
で
も
入

れ
ゃ
う

。一一一一一一一，～．
養

一加一に
開
す
る
文
化
一論
が
濟
ま
な
い
と
言
ふ

の
か

。

こ
れ
は
態
と
違
:

應
し
て
ぉ
く

。何
故
て

。解
化
事
業
協
會
員
諮
一石-e
の

文
化
よ
り
も
ァ
イ

一一一が
優
つ
て
ぉ
る
な

，-，J
・

、・一
言
ふ
た
な
ら
供
は
一一n
會

か
ら
除
名
r
-一--
;

る
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
ネ
o

Jl- 一 六 ニ、 、 、・l- ?・'':・、. - '

一
一一一一一
、

、

一
0一四一
大

さ

一

t一
、四・一一一一一
一一一
、六一一一

一一一、o-
一o
一
、一一一一一r

一、0
一七一
一
、一一a・一一、

0
．
-一一一̂
一一一一
、

、一
一
、
・
、

（
一

一一一．一一一a一
^一一一一一一‘a

一一
二
一一一、

一、一一一一一一一
一
、一一一一一一一、

f
-

一（

要
，

同

好
で
あ
っ
て
，
前
號
所
報
の
通
りり
で
あ
る
が

、
其
の
後
十
二
月
及

一

月
に
入
り
て
も
使
然
優
良
で

、
兩
月
を
通
じ
て
の
術
-i l

f

親
一n
数
-
:
-一万

;・L千
三
一自
八
十
尾
'
-a
節
数

一
値
二
千
九
百
七
十
五
万
七
千
粒
に
達

し

、
本
年
度
開
始
以
來
の
累
計
前
盤
数
二
十
三
万
三
千
六
百
二
十
七

尾
'
採
卵
數
二
億
三
千

九
-n
九
十
六
万
四
千
三
一自f
五
十
粒
で
、
之
れ

を
前
年
度
に
比
較
す
る
に

、
神
班
数
に
於
て
三
万
八
千
七
十

三
尾

、

標
卵
数
に
於
て
六
千
三
一口f
三
十

三
万
二
千
千
八
百
七
十
粒
の
增
加
を

來
し
た

。

解
化
場
別
の
親
魚
術
渡
並
に
採
卵
掀
况
次
表
の
通
り
で
あ
る

。

流
水
式
の
養
一n
、池
で
は
注
排
水
口
に
種
々
な
存
が
流
れ
て
來
て
金

細
の
目
を

一器
い
で
し
・一一
，6・

）の
で

、
極
め
て
展
々
之
れ
を
掃
除
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら

、
此
れ
を
自
働
的
に
掃
除
す
る
方
法
が
あ

れ
ば

、
如
何
に
使
利
な
事
で
あ
る
か
は

、
此
れ
に
經
驗
を
有
す
る
も

の
の
誰
し
も
考
へ
る
事
で
～

--

）るo

米
國
の
或
る
養
魚
場
で
は

、一
解
養
魚
池
の
金
網
を
自
働
的
に
締
除

す
る
考
集
に
成
功
し
た

。

'

考
集
の
要
領
は
水
門
の
下
流
に
小
形
の
水
車
を

一一9:-
， :け
'
ji-
の
水

車
の
軸
に
連
績
し
て
、
金
網
の
表
面
を
一M一一一擦
す
る

「プ
一フ
ツ
シ

」を
取

り
付
け
る

。
斯
く
し
て
小
形
水
車
の
連
轉
に
從
て

「プ
ラ
ツ
シ

」は
間

斷
無
く
金
細
の
表
面
を
摩
擦
し
て
．高
:

一降一を
除
く

の
で
あ
る

。

自
働
金
網
戸
掃
除
器

最
近
到
:一者
:

の
雜
誌
に
よ
る
と

、
j!-
の
發
見
、以
來
米
國
で
は
商
品
的

食
科
品
の
製
道

業
者
中
に
一
早
く
も
其
の
製
造
品
に
能
油
を
混
入
せ
る

も
の
を
發
資
し

、
或
る
有
名
な
製
破
一一會
社
で
は
、
既
に
此
の
製
造
に

若
目
し
た
と
一一′一z・--
事
で
あ
る
o

恐
く
は
近
一一一一、將
來
に
於
て
-ll-
油
は
樂

用
と
し
て
新
し
く

重
要
な
る
位
置
を
占

む
る
に
至
る
で
あ
ら
う

。

因
に
能
油
は
米
1lla
で
は
太
平
一注
:

岸
の
離
-la
請
工
一
場
に
於
て
一
照E
請
製

造
の
一股
物
よ
り
抽
出
製
造
せ
ら
れ
る

。 =
・l、



裁 二 第 卷 二 第

九

二

、〇
七
〇
一力

粒

一〇
〇
万
粒

一〇
〇
万
粒

一〇
〇
万
粒

一n
0
万
粒

西
別

」
:
り

同千
歳

」
-

，
ll-

同同

請
求
に
就
い
て

水
産
獎
動
規
程
が
施
行
せ
ら
れ
て
既
に
三
年
を
經
過
し
た
る
を
以

て
最
早
一一一一一言
を
要
せ
re
る
も
尚
ほ
出
願
や

請
求
に
付
て
往
・一一規
程
に

合
致
せ
さ
る
も
の
あ
り
又
規
程
の
解
釋
を
異
に
し
て
居
る
向
も
あ
る

本
年
度
官
管
解
化
場
一
保
卵
に
係
る
能
卵
よ
り
民
管
解
化
場
（
-

配
付

決
定
し
た
る
-llP
数
は
二
千
五
百
十
万
粒
に
し
て
其
の
内
一詳
左
の
如
し

水
産
実
勵
金
下
付
出
願
一、J

鮭

種

卵

配

付

元
浦
川
解
化
場
へ

沙
流
解
化
場

、

l

n
〇
万
粒

四
〇
万
粒

同 同

天

一一一画
、一一一一一
、一e
-

一

一一一
、・一一一（一
一一、一Mt
一

一一0
、一一一一0J

-
'

一一、一一・一一一一

一一一・一一、5l--
一ル
、一一一一

t

l

一
・一一 i-

一
、一一一
）C
;
cr
一
大

、き
一・一一、

一
、一一一一一一一一一、一a（
）（）m一

一．一一、・一一一一一一一、

、一薯
、

別 別

一
、一/
、一

一実
、一一一f一一、一一

、量
一一、
，、

一一一
‘
a

、一一

一
、・一一一ハ一一

一一
、量
一一
（、f一一一一一一
、

入

、一一ハ一一
、

一一、三
一一一
、

;i-

別 別

比
良
系

1,1ji
- - 一 木 一 - 茶 t基

石 別

:=二、
合

二 、 - l

一
、0
0
'一
、一一一（）C-
一

実
0

、00

豊
n

、0
0
0

一ー一
、一K-1一一一、00
0

一
、一一一'一
0

、a
'00一

一、'一一一・一一一、0
0
0
一益

一一、0
0
0

、0
0
0

一一一、完
0

、0
0
0

．一
、-ll-
-

一
、no
c

一一
、f一一一一一、一一（）（）一

．一、一
差
，n、ooo
一、（実
、'き
0

大

、二
0

、0
0
0

一一一、 i

一一ハ、0
0
0

一
、一一--一三
、六
0
0

一
、一突
、0
0c

・

一・一・一一
、一一一00

一
、六
さ
、0
0
0

l

一一一、一国一一、00
一一一
一一n一、o
o
o

一
、一一一一一C
、

C

0
01
一

一一、実
、0
0
0

-

一、・一一（）一一、8
0

一一一a、一．-一一一
、一ao
c
）

一一一
、一一一密
、0
0
0

一一
、0
-
0

、0
0
0

一 :

量

、一一一（）0

一
、一
．一一a
、

ooo

一一
、一三
0

、一a0
0
一

l l l l

一、一一（）一一
一一
、 i一量
き
、一・一一一一一

一一一一一、一i0-一
六

、一六一
一一一一一一、・一一一一四

一一
、一三
一一、

一一一一
、一一一充
、

一-
、一一一一0、
一一、0四
大

、

:ヨ、

一、会
一

'=、

1要-

一
、一一n
、

一
0
0
0
目
0

l一、一一．一一ハ
、

一
、三
一一、

一r
o
o一一、
四

、一一一一一一一一一、
一、'
．
一一一一一一e、

一一11 - 一、
美 :li ,、,,・, 言 主  ..u ai
? ? ; f l. -l. 0 0 0 -t:、 一一、
,_, 1要 l l l l l l , 1 畫3量重一8 1 l l 8 l l , 登き

一差
、

一一一a、一一K、
一一
、一一一一一・一一一、

六

、0
0
四

、

一一一一一豐
、

一一、一一n一、

八



を
以
つ
て
以
下
二
三
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
・一一一記
し
て
參
考
に
供
す

（，
し

。

一'
願
書
提
出
時
期
'
願
書
は
毎
年
四
月
三
十
日
迄
に
提
出
を
要
す

（第
一-l-
條

）即
ち
出
願
期
日
は
四
月
三
十
日

限
な
る
は
例
論
な
る
も

前
年
中
に
願
書
を
提
出
す
る
も
亦
不
可
な
り

。

二
、
事
業
計
割
書
'
解
化
場
の
新
設
增
設
又
は
改
造
の
計
制
一一一一 :は
解

化
事
業
取
締
規
則
第
=

一條
に
規
定
し
た
る
事
項
を
記
載
す
（
-

き
は

勿
論
な
り
、
（第
五
條
第
三
號

）只
解
化
事
業
取

:

M一規則
の
事
業
施

行
場
所
の
開
係
水
域
を
示
す

圖
面
と
は
一一一一・に
設

一随す
〈
'

き
河
川
の

意
味
に
在
ら
す

、
其
の
河
川
あ
る
に
依
-l

）斯一一一一一一の
囘
一師
す
と
認
め

ら
る
る
属
域
の
海
面
を
含
む
も
の
な
り
と
解
す

（-
し
、
次
に
解
化

事
業
に
對
す
る
事
業
計
劃
は
規
程
中
に
様
式
な
き
も
別
に
通
際
せ

ら
れ
あ
る
を
以
て
其
の
様
式
に
依

る
を
要
す

。

三
、一一一一一算
書

、
規
程
第
五
保
第
四
號
o

）に於
け
る
收
支
豫
算
書
は
額

（

意
の
標
卵
解
化
放
流
の
み
に
要
す
一・一一一一
豫

一一一の意
味
に
し
て

、
一
般

組
合
事
務
役
新

設
改
造
又
は
增
設
等
に
關
す
る
豫
算
を
區
別
す
る

を
要
す

、
例
ば
養
施
水
産
組
合
の
場
合
に
於
て
事
務
所
費
五
一自
圓

改
造
投
一
千
国
'
採
卵
解
化
放
流
事
業
贊
五
千
圖

、
其
の
他
の
經

費
五
百
国
'
合
計
七
千

-ila
と
せ
ば
此
の
七
千
圓
は
總
豫
算
に
し
て

事
業
動

一一五
千
-f
の
内
一
辞

々
標
式
に

:

-
-

一一一--
）編成
す
へ
き
も
の
と
す

。

而
し
て
俸
給
の
附
記
細
に
事
務
員
給
と
あ
る
意
味
は
組
合

一
般
の

事
務
を
準
る
事
務
員
の
総
料
の
意
に
あ
ら
ず
し
て

、
單
に

一
解
化

（第
十
八
條
第
二
項

）と
す

。然
ら
ば
四
月
十
日
以
前
は
何
時
で
も

良
い
か
と
一一一一一 i'
，一に'
獎
勵
の
主
一一一一 :

-

一
か
ら
し
て
少
く
と
も
收
容
卵
子

の
發
生
後
な
る
を
要
す
〈-

し

。次
に
精
算
書
の
様
式
は
規
程
の
様

式
に
て
は
一田
M一
理
上
都
合
惡
し
き
事
情
あ
り
て
別
に
通
牒
を
以
て
様

式
を
示
're

れ
あ
る
を
以
て

、:一一一・f i
，・一一一八
れ
に
依
る
を
要
す

。
請
求
書

二
通
を
要
す
る
は
前
號
同
様
な
り
o

一
訂

正

前
號
所
報
四
年
度
一a一一一解
解
化
事
業
實
習
生
中
兩
能
部
納
内
村
佐
藤

三
郎
と
あ
る
は

、
歌
業
部
歌
業
村
大
字
有

一尸
村
二
十

i

:
-:・L番
地
a
異

田
e

蔵
の
誤
に
つ
き
訂
正
す

。

會

報

入

會

者

氏

名

一月
及
二
月
に
於
て
入
會
せ
る
の
者
氏
名
の
次
如
し

。

二
種
會
員

組
走
町
南
四
條
東
四
丁
日

一一〇

場
の
事
務
の
み
・
ル一一一 :

-

る
者
の
給
科
と
解
し
從
つ
て
多
く
の
解
化
場

に
は
斯
の
如
・
さ
事
務
員
な
し

。

四
'
獎
動
金
下
付
指
令
を
受
け
た
る
後
計
割
を
變
更
す
る
事

0
事
業
計
劃
の
變
更

、
解
化
放
流
事
業
の
海
定
計
劃
を
變
更
す
る

（

，

場
合

少
な
き
-o

、
新
設

、
改
造

、
增
設
の
場
合
は

一一一:一々
變
更
を
要

す
る
場
合
あ
り

。

」
--
の
場
合
は
北
海
適
確
長

一一一一一一の
許
可
を
受
く
る

を
要
す

。

（第
六
條
第

一
項

）此
の
手
續
ル
了
せ
す
し
て
變
更
し
た
る
場
合
は

奬
脇
金
下
付
の
許
可
を
取
消
さ
れ

、
又
は
減
額
せ
ら
れ
る
こ
と
あ

る
・一一一一以
て
留
意
を
要
ず
（第
二
十
條

）。

．

-
像
算
の
變
更

、
新
設
改
造
增
設
の
場
合
は
勿
論

、
解
'

化
放
流
事

（業に對
す
る
線
算
を
變
更
し
た
る
場
合
も
許
可
を
受
く
る
を
要
す

（第
六
條
第

一
項

）而
し
て
此
の
制
裁
も
前
同
機
な
り

。

五
'
獎
動
金
の
請
求
方
法

）
ィ
新
設
改
造
又
ば
增
設
の
場
合

'
工
事
竣
工
後
検
査
の
上
適
當
と

敵
め
ら
れ
た
る
も
の
に
は
合
格
請
書
を
交
付
せ
ら
る
る
故
'
合
格

静
一一一一一一受
領
後

、
其
の
合
格
證
書
と
工
事
の
精
算
書
と
を
添
〈
'

請
求

書
（二
通

）を
提
出
す
へ

一一一一---な
り

。此
の
場
合
留
意
を
要
す
る
は
工

事
を
請
負
に
依

り-;-
施
行
し
た
る
時
は
精
算
書
の
代
り
に
請
負
契
約

書
及
工
費
支
拂
の
領
收
書
'
階
本
を
添
付
す
る
必
要
あ
る
を
以
つ

て
完
全
な
る
契
約
書
を
作
成
す
へ
・一一一一一事
な
り

。

）
ロ

採
卵
解
化
放
流
事
業
の
場
合

、
請
求
の
期
限
は
四
月
十
日
限
り

（
細
走
外
二
部
鮭
兩
養
殖
水
産
組
合

山
添

新

紋
別
部
上
一E一別村
ノ

ツ
'一一・コ
マ

ナ
ィ

（千
處
解
化
場
資
習
生

）

片
相
正
吉

枝
幸
部
枝
幸
村
幌
別
三
線

幌
別
解
化
場
員

中
野
鐵
蔵

寄
一贈

圖

書

水
産
新
報
'

水
政
新
聞
'

的

人i:
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式 一 器 化 孵 館 鮭
賣 販 造 製

大

林

長
．

兵

衛

札
幌
市
北
四
條
西
七
丁
目

一f

電

一一9
一
四

重

一


